英語科　２学年　2

	単元の
目標
	思い出を伝えるために，これまで学んだことを用いて，自分が経験したことを話すことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	■単元の目標を理解する。
■これまで学んだことを用いて，自分が経験したことを話すことができる。
〇動詞の過去形，過去進行形，There is [are]....の文構造と意味を理解する。
〇これまでに学んだことを用いて，自分が経験したことを話して伝える。
	
	
	
	


単元名「Unit 0 My Spring Vacation」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ，②］



	単元の単元名「Unit 1 A Trip to Singapore」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②]　

目標
	休暇や週末の予定について，尋ねたり伝えたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標を理解する。
■相手の予定について書かれた文章を理解したり，自分の予定を伝えたりすることができる。
〇本文で使われているbe going toの文の構造と意味を理解する。
〇相手の予定について書かれた文章を理解したり，自分の予定を伝えたりする。
	
	
	
	④ＡＬＴに週末や夏休みの予定について話してもらう。

	2
	■これからの予定やお互いの意思を伝え合うために，相手がその場で判断したことの概要を捉えたり，自分の判断を即興で伝えたりすることができる。
〇本文で使われている助動詞willの文の構造と意味を理解する。
〇これからの予定やお互いの意思を伝え合うために，相手がその場で判断したことの概要を捉えたり，自分の判断を即興で伝えたりする。
	
	
	
	

	3
	■お互いの予定などを知るために，休暇や週末の予定について質問したり答えたり，自分の意思を伝えたりすることができる。
〇お互いの予定などを知るために，休暇や週末の予定について質問したり答えたり，自分の意思を伝えたりする。
	〇
	
	
	③週末の予定についてペアで話し合わせる。

	4
･
5
	■観光名所の特徴を知って人に伝えることができるように，名所を紹介する文章を読んで，その概要を捉えることができる。
〇本文で使われているSV [show, give, buy, teachなど]OOの文の構造と意味を理解する。
〇観光名所の特徴を知って人に伝えることができるように，名所を紹介する文章を読んで，その概要を捉える。
	
	
	
	④ＡＬＴに出身地や出身国の観光名所について話してもらう。

	6
･
7
	■旅行の楽しさと海外の文化や言語を学べる観光地紹介文を書くことができる。
〇本文で使われているSVOC(C=名詞(call+A+Bの文の構造と意味を理解する。
〇旅行の楽しさと海外の文化や言語を学べる観光地紹介文を書く。
	
	
	
	②１人１台端末等を活用し，スライドを作成させる。

	8
	■単元終末の言語活動で単元の目標を達成できる。
〇「夏休みの旅行計画を発表しよう」
	〇
	〇
	〇
	②１人１台端末等を活用し，スライドを使用しながら発表させる。


単元名「Unit 1 A Trip to Singapore」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②]　

	単元単元名「Let’s Talk 1 ホテルでのトラブル―苦情を言う・謝る―」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①エ,②]　

の
目標
	場面に応じて，苦情を言ったり，それに対して謝ったりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○苦情を言うときや謝罪するときの表現の意味や働きを理解し，相手が理解しやすいように伝えたり，謝ったりする。
	○
	
	
	




	単元
の
目標
	五つの文構造の形・意味・用法を整理し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○五つの文構造の形・意味・用法を理解し，それぞれの文を五つの文構造に分類する。
	○
	
	
	②理解度を確かめるために，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 1　５つの文構造～文の組み立て方を知ろう～」　学習指導要領の内容［（１）エ］


	単元
の
目標
	海外のおみやげとして相手に合った商品を選ぶために，英語で書かれた食品表示を理解し，誰のおみやげにするかを理由とともに発表することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○外国で未知の食材に出会った際，その食材が自らの望むものであるかを食品表示から判断するために，インターネット等で気になる商品の食品表示を探し，その内容を整理し，情報を伝え合ったり書いたりする。
〇単元終末の言語活動
「大切な人へのおみやげについて発表しよう」
	
	○
	○
	


単元名「Learning HOME ECONOMICS in English」　学習指導要領の内容［（３）①ウエ］


	単元単元名「Let’s Listen 1 機内放送」　学習指導要領の内容［（１）ア,（３）①イエオ］

の
目標
	機内放送を聞き，必要な情報を聞き取ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○予定などを伝える表現の意味や働きを理解し，それらを活用して，近い未来の情報について話される内容を捉える技能を身に付ける。
○飛行機に搭乗している状況で，機内放送から必要な情報を聞き取る。
〇単元終末の言語活動「実際の機内放送を聞き取ろう」
	
	○
	○
	②インターネット上の動画を活用させる。




	単元の単元名「Unit2 Food Travels around the World」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

目標
	好きな食べ物やその理由について，紹介文を書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1

	■単元の目標を理解する。
■どんなときに何をするかを伝え合うために，時間の流れなどについて概要を捉えたり，伝えたりすることができる。
〇本文で使われている接続詞whenを用いた文の構造と意味を理解する。
〇どんなときに何をするかを伝え合うために，時間の流れなどについて概要を捉えたり，伝えたりする。
	
	
	
	④ＡＬＴに「どんなときに何をするか」について話してもらう。
③「どんなときに何をするか」についてペアで話し合わせる。

	2
	■何かをする際の条件を伝え合うために，相手が提示する条件を理解したり，自分の条件を相手に伝えたりすることができる。
〇本文で使われている接続詞ifを用いた文の構造と意味を理解する。
〇何かをする際の条件を伝え合うために，相手が提示する条件を理解したり，自分の条件を相手に伝えたりする。
	
	
	
	

	3
	■いつするか，どうしたらするかを伝え合うために，時や条件について，伝え合ったり書いたりすることができる。
〇いつするか，どうしたらするかを伝え合うために，時や条件について，伝え合ったり書いたりする。
	〇
	
	
	

	4
･
5
	■料理の歴史や変化について考えたことや知っていることを伝え合うために，考えや事実などを理解したり伝えたりすることができる。
〇本文で使われている接続詞thatを用いた文の構造と意味を理解する。
〇料理の歴史や変化について考えたことや知っていることを伝え合うために，考えや事実などを理解したり伝えたりする。
	
	
	
	

	6
･
7
	■料理の食文化の歴史や変化について理解するために，日本や外国の料理などについて書かれた文章の概要を捉えたり，好きな理由などを話したり書いたりすることができる。
〇本文で使われている接続詞becauseを用いた文の構造と意味を理解する。
〇料理の食文化の歴史や変化について理解するために，日本や外国の料理などについて書かれた文章の概要を捉えたり，好きな理由などを話したり書いたりする
	
	
	
	

	8
	■単元終末の言語活動で単元の目標を達成できる。
〇単元終末の言語活動「仙台市のおすすめのお店を紹介しよう」
	〇
	〇
	〇
	②１人１台端末等を活用し，発表・共有させる。


単元名「Unit2 Food Travels around the World」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］




	単元単元名「Let’s Talk 2 町中での手助け―申し出る―」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①エ,②］

の
目標
	場面や相手に応じて，丁寧に許可を求めたり，依頼したりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○丁寧に許可を求める表現や依頼する表現の意味や働きを理解し，それらを使って相手にしてほしいことについて，伝えたり答えたりする技能を身に付ける。
○相手や場面に応じて，丁寧に許可を求めたり依頼したりする。
	○
	
	
	




	単元
の
目標
	接続詞を用いた文の構造・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○接続詞を用いた文の構造・意味・用法を理解する。
	○
	
	
	②理解度を確かめるために，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 2 接続詞～文をつなげよう～」　学習指導要領の内容［（１）エ］


	単元単元名「学び方コーナー① 単語の覚え方」　学習指導要領の内容［（１）アウ］

の
目標
	英語の単語を覚えるために，音と綴りについて知る。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○英語の単語を覚えるために，音と綴りについての知識を身に付ける。
〇教科書を参考に，単語についてのレポートを作成する。
	○
	
	
	




	単元単元名「Let’s Listen 2 インタビュー 」　学習指導要領の内容［（１）ア,（３）①イエオ］

の
目標
	インタビューを聞き，質問の内容や答えを聞き取ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○時や理由を伝える表現の意味や働きを理解し，それらを活用して，インタビューを聞いて内容を聞き取る技能を身に付ける。
○職場体験をしている場面で，看護師になるきっかけ等をやり取りするインタビューを聞いて，要点を捉える。
	
	○
	○
	②小川さんへの質問を１人１台端末等で共有させる。




	単元の
目標
	自分が体験したことや学んだことなどについて，尋ねたり伝えたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間単元名「Unit3 My Future Job」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標を理解する。
■動作や行為について，それをする目的を理解したり伝えたりすることができる。
〇本文で使われている不定詞（目的を表す副詞的用法）の文の構造と意味を理解する。
〇動作や行為について，それをする目的を理解したり伝えたりする。
	
	
	
	④職場体験の写真やレポートを活用させる。

	2
	■うれしい・悲しいなどの気持ちとその原因を，理解したり伝えたりすることができる。
〇本文で使われている不定詞（原因を表す副詞的用法）の文の構造と意味を理解する。
〇うれしい・悲しいなどの気持ちとその原因を，理解したり伝えたりする。
	
	
	
	

	3
	■お互いの夢を知るために，夢実現のためにしていることなどについての情報を整理して伝え合うことができる。
〇お互いの夢を知るために，夢実現のためにしていることなどについての情報を整理して伝え合う。
	〇
	
	
	

	4
･
5
	■職業についてよく知るために，仕事内容などについて書かれた文章の概要を捉えたり，情報を加えて説明したりすることができる。
■自分が興味のあることを強みにするために行っていることを書いたり伝えたりすることができる。
〇本文で使われている不定詞（形容詞的用法）の文の構造と意味を理解する。
〇自分が興味のあることを強みにするために行っていることを書いたり伝えたりする。
	
	
	
	

	6
･
7
	■コンピュータやAIを活用するうえで，重要だと思うことを書いたり伝えたりすることができる。
〇本文で使われているIt is ... + to + 動詞の原形の文の構造と意味を理解する。
〇コンピュータやAIを活用するうえで，重要だと思うことを書いたり伝えたりする
	
	
	
	

	8
	■単元終末の言語活動で単元の目標を達成できる。
〇単元終末の言語活動「職業体験について発表しよう」
	〇
	〇
	〇
	②１人１台端末等を活用し，発表・共有させる。


単元名「Unit3 My Future Job」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

	単元単元名「Let’s Write 1 留守番電話のメッセージへの返信―メール―」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①イウカ］

の
目標
	留守番電話のメッセージを聞いて内容を理解し，相手に返信メールを書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○電子メールの基本的な構成や表現を理解し，留守番電話のメッセージを聞いたことについて，返信メールを書く技能を身に付ける。
○留守番電話の伝言を聞いて，その返信をするために，伝えたい内容を整理して返信メールを書く。
	
	○
	○
	




	単元
の
目標
	不定詞を用いた文の構造・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○不定詞を用いた文の形・意味・用法を理解する。
	○
	
	
	②理解度を確かめるために，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 3 不定詞～表現の幅を広げよう～」　学習指導要領の内容[(１)エ]　


	単元
の
目標
	情報技術の活用の仕方を考えるために，その機能について長所・短所を整理してまとめ，考えをやり取りしたり書いたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○情報技術に関する語句の意味や働きを理解し，それらを活用して対話や資料からの情報を整理し，意見を伝え合う技能を身に付ける。
○情報技術の進歩について考えを深めるために，スマートフォンに使われている情報技術の長所と短所を整理して，考えをやり取りしたり書いたりする。
〇単元終末の言語活動「自分が使うアプリについて話そう」
	
	○
	○
	


単元名「Learning TECHNOLOGY in English」　学習指導要領の内容［（３）①ウエ］


	単元単元名「Stage Activity 1 A Message to Myself in the Future」　学習指導要領の内容［（１）ウ，（２），（３）①イウエオカ］

の
目標
	好きなことや得意なことについて話し合い，自分に合うと思う仕事について書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
～
4
	■単元の目標について理解する。
○Unit 3までの学習事項を用いた文の構造・意味・用法を理解し，好きなことや得意なこと，向いていると思う仕事などについて，その情報を整理して，簡単な語句や文を用いて即興で話したり，書いたりする。
〇単元終末の言語活動「10年後の自分へのメッセージを書こう」
	〇
	○
	○
	




	単元単元名「Let’s Read 1 History of Clocks」　学習指導要領の内容［（１）ウ，（２），（３）①ウエ］

の
目標
	説明文を読み，時計についての歴史を読み取ったり，説明したりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
■今日の時計ができるまでのおおまかな経緯について読み取ることができる。
○今日の時計ができるまでのおおまかな経緯について読み取る。

	
	
	
	

	2
	■自然や既にあるものを利用して時刻を知ろうとした古代の人間の知恵について知る。
〇自然やすでにあるものを利用して時刻を知ろうとした古代の人間の知恵について知る。
	
	
	
	

	3
	■機械の時計が誕生してから今日までの時計の発展の過程について知る。
〇機械の時計が誕生してから今日までの時計の発展の過程について知る。
	
	
	
	

	4
	■自然を利用した古代の方法から今日の時計ができるまでのおおまかな経緯について，まとめて書いたり発表したりすることができる。
〇自然を利用した古代の方法から今日の時計ができるまでのおおまかな経緯について，まとめて書いたり発表したりする。
〇単元終末の言語活動
「物語を読んで，自分のお気に入りの時計について発表しよう」
	
	〇
	〇
	②インターネットを使って，様々な時計の種類について検索させる。


単元名「Let’s Read 1 History of Clocks」　学習指導要領の内容［（１）ウ，（２），（３）①ウエ］















単元名「Let’s Listen 3 天気予報」　学習指導要領の内容［（１）ア,（３）①イエオ］






	単元
の
目標
	天気予報を聞き，必要な情報を聞き取ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○未来を表す表現の意味や働きを理解し，それらを活用して，天気予報の内容を聞き取る技能を身に付ける。
○週末の予定を立てるために，天気予報やおすすめの場所の情報を聞いて，必要な情報を聞き取る。
〇単元終末の言語活動「実際の天気予報を聞き取ろう」
	
	○
	○
	②インターネット上の動画を活用させる。



	単元の単元名「Unit4 Homestay in the United States」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］

目標
	習慣やマナーについて，尋ねたり伝えたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標を理解する。
■ホームステイについて，する必要があることやないことを，理解したり伝えたりすることができる。
〇本文で使われているhave toやdon’t have toの文の構造と意味を理解する。
〇ホームステイについて，する必要があることやないことを，理解したり伝えたりする。

	
	
	
	④ＡＬＴ等にホームステイの経験について話してもらう。

	2
	■ホームステイについて，しなければならないことやしてはいけないことを，理解したり伝えたりすることができる。
〇本文で使われているmustやmust notの文の構造と意味を理解する。
〇ホームステイについて，しなければならないことやしてはいけないことを理解したり伝えたりする。
	
	
	
	

	3
	■自分のスケジュールや学校のルールについて，する必要があることやしなければならないことを，伝え合ったり書いたりすることができる。
〇自分のスケジュールや学校のルールについて，する必要があることやしなければならないことを，伝え合ったり書いたりする。
	〇
	
	
	

	4
･
5
	■ホームステイで起こりうる問題について概要を捉え，それに対するアドバイスを書くことができる。
〇本文の登場人物の問題点について，自分なりのアドバイスを書く。
	
	
	
	

	6
･
7
	■日米の生活習慣や文化の違いについて概要を捉え，それに対する解決策を考え，書くことができる。
〇日米の生活習慣や文化の違いがあっても，共により良い暮らしができるような方法について自分の考えを書く。
	
	
	
	

	8
	■単元終末の言語活動で単元の目標を達成できる。
〇単元終末の言語活動
「〇〇地区にこれから半年ホームステイする外国人が気持ちよく暮らせるようにアドバイスを書こう」
	〇
	〇
	〇
	②１人１台端末等を活用し，発表・共有させる。


単元名「Unit4 Homestay in the United States」　学習指導要領の内容［（１）,（２）,（３）①イウエオカ,②］




	単元単元名「Let’s Write 2 ホームステイのお礼状―手紙― 」　学習指導要領の内容［（１）ウ,（３）①イウカ］

の
目標
	お世話になった人に，手紙で感謝の気持ちを伝えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○手紙を書く際の基本的な構成と表現を理解する。
○手紙を書く際の基本的な構成と表現を用いて，お世話になったことなどについて，感謝の気持ちを伝える手紙を書く技能を身に付ける。
○単元終末の言語活動「お世話になった人に感謝の気持ちを伝えるために，思い出や気持ちなどを整理し，お礼の手紙を書こう」
	
	○
	○
	④離任するＡＬＴや野外活動でお世話になった方に手紙を書かせる。




	単元
の
目標
	助動詞を用いた文の形・意味・用法を復習し，理解を確かめる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○助動詞を用いた文の形・意味・用法を理解する。
	〇
	
	
	②理解度を確かめるため，１人１台端末で課題を配付し取り組ませる。


単元名「Grammar for Communication 4 助動詞～動詞に意味を付け加えよう～ 」　学習指導要領の内容［（１）エ］


	単元単元名「学び方コーナー② 音読の仕方 」　学習指導要領の内容［（１）ア，（３）①ウ］

の
目標
	聞き手に内容がよく伝わるように，英語の文章を音読することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○聞き手に内容がよく伝わるように，意味の区切りを意識して英語の文章を音読する。
〇単元終末の言語活動「英語の絵本を音読しよう」
	
	
	○
	②④図書室の英語の絵本を活用させる。




	単元単元名「Let’s Listen 4 電車の運行情報 」　学習指導要領の内容［（１）ア,（３）①イエオ］

の
目標
	運行情報を聞き，必要な情報を聞き取ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	目標（■）及び主な活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	■単元の目標について理解する。
○現在の状況や原因を伝える表現，路線や行き先を表す表現の意味や働きを理解し，それらを活用して，電車の運行状況を聞いて内容を聞き取る技能を身に付ける。
○電車が遅延している状況で，目的地に行くために必要な情報を，運行状況のアナウンスを聞いて，概要や要点を捉える。
〇単元終末の言語活動
「実際の運行状況のアナウンスを聞き取ろう」
	
	○
	○
	②インターネット上の動画を活用させる。







仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

